
○羽島市市道等修繕活動報償金支給要綱 

令和３年３月２９日 

告示第６１号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地域の生活環境の維持及び向上に寄与するために市に協力して、

自治会が地域一円において実施する市道等の修繕活動（以下「市道等修繕活動」と

いう。）に対し、予算の範囲内で羽島市市道等修繕活動報償金（以下「報償金」と

いう。）を支給することに関し、羽島市補助金交付規則（昭和４４年羽島市規則第

８号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとす

る。 

（対象） 

第２条 報償金の支給の対象となる市道等修繕活動は、次の各号のいずれかに該当す

るものをいう。 

(１) 市道の路肩の補修又は草刈り 

(２) 市道の路上に繁茂した樹木の伐採 

(３) 市道の清掃（側溝を含む。） 

(４) 水路の清掃又は草刈り 

（報償金の額） 

第３条 報償金の額は、市道等修繕活動を実施した自治会に加入している世帯（次項

において「自治会加入世帯」という。）のうち、市道等修繕活動に参加した世帯１

世帯につき２００円とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、市道等修繕活動を実施した自治会のうち、自治会加入

世帯が５０世帯未満の自治会においては、報償金の額は一律１万円とする。 

（報償金の請求） 

第４条 報償金の支給を受けようとする自治会は、市道等修繕活動実施後、当該年度

内に市道等修繕活動報償金請求書（別記第１号様式）に、次の書類を添えて請求す

るものとする。 

(１) 市道等修繕活動実施結果報告書（別記第２号様式） 

(２) その他市長が定める書類 

２ 前項に規定する報償金の請求は、１自治会について年度を通じて１回に限りでき

るものとする。 



（報償金の支給） 

第５条 市長は、前条の市道等修繕活動報償金請求書を受理したときは、その内容を

審査の上適当と認めたときは、速やかに報償金を支給するものとする。 

２ 市長は、支給を受けた自治会が、虚偽その他不正の手段により報償金の支給を受

けたことが判明したときは、その報償金の額の全部又は一部を返還させることがで

きる。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年１１月３０日告示第３１４号） 

この告示は、令和３年１２月１日から施行する。 


